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１．研究計画の概要 

四国三波川変成帯の広域野外調査とマッ

ピング、および超塩基性岩の変成作用解析 

 

２．研究の進捗状況 

2008 年度は、汗見川流域から東西に調査

地域を広げた。そして、汗見川で観察したエ

クトルージョンウェッジ、つまり汗見川デタ

ッチメント断層、上盤の正断層群、下盤の逆

断層群が、そのまま東西に連続することを確

認した。しかし、さらに東に追跡すると、緑

泥石帯とに構造的不連続が認められ、これが

蛇野アウトオブシークエンススラストであ

る。従来は向斜で不連続を説明していたが、

誤りである。結局、上盤の横臥褶曲も誤りで

あることを確認した。白髪岳の超塩基性岩

（当時は変成玄武岩と誤認）を調査した。 

2009 年度は、さらに西へ、別子地域のエ

クロジャイト岩体まで、調査範囲を広げた。

ここでも、エクロジャイトを芯にしたエクス

トルージョンウェッジがそのまま連続して

いることを確認した。なお、地質学会巡検に

も非公式参加し、東赤石登山、また大歩危砂

質片岩の上盤断層を確認した。エクロジャイ

トに密接に伴われる超塩基性岩体のみでな

く、小規模岩体も調査、試料採取した。 

2010 年度は、エクストル−ジョンウェッジ

の北側を中心に、背斜を確認した。しかし、

構造は非対称で、エクストルージョンは背斜

軸の北翼には対応しない。ここには、かわり

に種々の変成帯からなるデュープレックス

がアウトオブシークエンススラストの上盤

に生じている。これらが、所詮、中央構造線

からエクストルードした三波川高圧変成岩

のエクスヒューム時の大構造である。一方、

薄片はほぼ作成でき、鏡下観察、また鉱物の

EPMA 分析から、三波川変成作用は、超塩基

性岩の定置以降に起こったことが明らかに

なった。このことは、超塩基性岩がメランジ

ェプロセスで定置したというより、堆積性岩

塊である可能性が強いことを、現時点で示し

ている。つまり、残念ながら、震源断層の化

石としての見込みは薄くなっている。 

 

３．現在までの達成度 

＜区分＞ 

①当初の計画以上に進展している。 

断面図は完了した。また、地質図下書きも

完了している。これから清書、マッピングに

入る。険しい地域を含めた、未踏査地域を調

査し、マッピングすれば、高度変成岩が分布

する、また大歩危砂岩が分布する広域地質図

は完成する。このカラー地質図を出版して、

本科研費の成果報告書とする。つまり、当初

の計画以上に進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

広域であるため、マッピングに時間を要す

る。まずはマッピングに全力をつくす。その

上で、薄片観察や EPMA 分析を進め、超塩基

性岩の起源を示す。エクロジャイトの起源が

まだ未解明である。 

石垣島についてもマッピングや三波川帯

を睨みながら同様な解析、野外調査を進める。 
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